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院長挨拶

　
常
日
頃
よ
り
当
院
に
心
温
ま
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
戴
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
よ
り
那
須
赤
十
字
病
院
院
長
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
井
上
晃
男
と
申
し
ま
す
。

　
当
院
の
前
身
に
あ
た
る
大
田
原
赤
十
字
病
院
か
ら

現
在
地
へ
新
築
移
転
し
、
那
須
赤
十
字
病
院
へ
名
称

変
更
し
た
の
が
平
成
24
年
７
月
で
あ
り
、
令
和
４
年

で
10
年
目
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
当
院
の
母
体
で
あ
る
日
本
赤
十
字
社
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
と
、「
敵
味
方
の
区
別
無
く
人
を
救

う
」
と
い
う
赤
十
字
の
信
念
に
共
感
し
た
初
代
社
長

の
佐
野
常
民
が
、
明
治
10
年
西
南
戦
争
中
に
設
立
し

た
「
博
愛
社
」
を
そ
の
前
身
と
し
て
お
り
ま
す
。
日

本
政
府
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
に
加
入
し
た
翌
年
の
明

治
20
年
に
現
名
称
で
あ
る
日
本
赤
十
字
社
へ
改
称
し
、

世
界
１
９
２
の
国
と
地
域
に
あ
る
赤
十
字
社
・
赤
新

月
社
の
う
ち
、
19
番
目
の
赤
十
字
社
と
し
て
正
式
に

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
赤
十
字
の
基
本
原
則
で

あ
る
「
人
道
」
を
掲
げ
、
国
際
活
動
及
び
国
内
災
害

救
護
活
動
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社

は
現
在
日
本
国
内
に
91
の
赤
十
字
病
院
を
有
し
て
お

り
、
当
院
も
そ
の
一
つ
と
し
て
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
那
須
赤
十
字
病
院
の
前
身
で
あ
る
大
田
原

赤
十
字
病
院
が
昭
和
24
年
７
月
に
開
院
し
て
以
来
、

当
院
は
実
に
70
年
以
上
を
地
域
と
共
に
歩
ん
で
参
り

ま
し
た
。
当
院
は
県
北
地
域
で
は
唯
一
と
な
る
三
次

救
命
救
急
指
定
病
院
と
し
て
、
24
時
間
体
制
で
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
を
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。
災
害
拠
点

病
院
・
県
北
最
大
の
公
的
医
療
機
関
で
あ
る
我
々
の

核
た
る
事
業
は
地
域
住
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
こ

と
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
従
来
の
災
害
に

加
え
、
新
興
感
染
症
発
生
時
に
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
基
盤
と

し
た
柔
軟
な
対
応
を
行
う
こ
と
で
地
域
に
求
め
ら
れ

る
医
療
を
継
続
的
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
院
が
現
在
地
に
移
転
し
て
か
ら
の
10
年
間
へ
目

を
向
け
ま
す
と
、
我
々
は
度
重
な
る
大
き
な
自
然
災

害
に
見
舞
わ
れ
、
そ
し
て
今
な
お
生
活
を
脅
か
し
続

け
る
新
興
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
、
近
年
稀

に
見
る
脅
威
に
晒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
世
界
的

規
模
の
脅
威
か
ら
地
域
の
皆
さ
ま
が
よ
り
安
心
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
、
地
域
医
療
が
持
つ
役
割
と
医

療
機
関
同
士
の
よ
り
強
固
な
連
携
の
重
要
性
を
日
々

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
感
染
対
策
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト
、

リ
ハ
ビ
リ
、
褥
瘡
対
策
、
周
術
期
管
理
な
ど
、
多
職

種
か
ら
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
医
療
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
今
ま
で
当
院
で
蓄
積
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
・
実
行

性
の
あ
る
感
染
対
策
を
講
じ
て
関
係
者
の
安
全
を
確

保
し
つ
つ
綿
密
な
連
携
を
可
能
と
い
た
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
続
け
る
予
防
医
学

や
生
活
習
慣
病
対
策
に
病
院
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
寿
命
延
伸
に
資
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
医
療
の
質
向
上
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
県
北
地
域
支
援
病
院
の
責
務
を
果

た
す
べ
く
、
救
急
医
療
・
が
ん
診
療
・
地
域
周
産
期

医
療
・
在
宅
医
療
等
幅
広
い
分
野
の
患
者
さ
ん
に
対

応
可
能
な
連
携
体
制
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
紹
介
及

び
逆
紹
介
に
よ
る
、
か
か
り
つ
け
医
と
の
途
切
れ
る

こ
と
の
な
い
連
携
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

大
学
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
多
機
関
・
多
分
野
の
叡

智
を
結
集
し
、
先
端
医
療
の
発
展
と
躍
進
に
貢
献
で

き
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
当
院
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
マ
イ
タ
ウ
ン
・

マ
イ
ホ
ス
ピ
タ
ル
～
地
域
に
根
ざ
し
、
と
も
歩
み
、

心
ふ
れ
あ
う
病
院
に
～
」
を
掲
げ
、
日
々
の
研
鑽
を

惜
し
ま
ず
県
北
地
域
医
療
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

病
院
長
就
任
の
ご
挨
拶
　
那
須
赤
十
字
病
院
　
病
院
長
　
井
上
　
晃
男
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(

常
勤
１
名
、
非
常
勤
１
名)

、

看
護
師
３
名(

専
従
１
名)

と

診
療
放
射
線
技
師 (

放
射
線
治

療
専
門
放
射
線
技
師
２
名
、
医

学
物
理
士
２
名
、
放
射
線
治
療

品
質
管
理
士)

の
う
ち
日
々
５

名
の
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
を
組

ん
で
、
よ
り
安
全
で
精
度
の
高

い
放
射
線
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

※
１　
緊
急
放
射
線
療
法
：
腫

瘍
に
よ
る
脊
髄
圧
迫
、
上
大
静

脈
症
候
群
、
気
道
狭
窄
、
出
血

に
対
し
て
、
緊
急
に
症
状
緩
和

を
必
要
と
す
る
と
き
に
行
う
治

療

回
避
す
る
為
に
行
わ
れ
る
治
療

に
対
応
で
き
る
時
間
帯
も
増
え

ま
し
た
。

　
那
須
赤
十
字
病
院
は
、
地
域

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院(

厚

生
労
働
省
指
定)

に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療
科
で

は
、
年
間
２
０
０
例
を
超
え
る

患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｃ(

リ
ニ
ア
ッ
ク)

治
療
装

置
と
Ｃ
Ｔ
画
像
を
元
に
作
成
す

る
治
療
計
画
装
置（
Ｒ
Ｔ
Ｐ
Ｓ)

を
用
い
て
、
目
的
に
応
じ
た

詳
細
な
３
次
元
治
療
計
画
を
行

い
、
画
像
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術

と
放
射
線
治
療
技
術
を
統
合
し

て
、
㎜
単
位
の
高
度
な
放
射
線

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

治
療
棟
で
は
、
専
用
の
駐
車
場

と
入
口
に
て
一
般
外
来
を
通
ら

ず
に
、
来
院
受
付
と
会
計
を
完

結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

放
射
線
治
療
の
期
間
は
、
通
常

１
か
月
程
度
か
か
り
、
月
曜
か

ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
通
院
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
病
院

滞
在
時
間
は
、
15
～
30
分
程
度

と
な
り
、
通
院
の
負
担
を
大
幅

に
軽
減
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の

出
勤
前
、
帰
宅
途
中
や
家
事
の

合
間
に
、
通
院
さ
れ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
治
療
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ

は
、
放
射
線
治
療
専
門
医
２
名

　
令
和
４
年
３
月
か
ら
、
放
射

線
治
療
科
部
長
と
し
て
、
常
勤

に
な
り
ま
し
た
放
射
線
治
療
専

門
医
の
砂
川
好
光
で
す
。
出
身

地
は
、
福
島
県
白
河
市
で
す
。

非
常
勤
医
師
と
し
て
、
30
年
前

か
ら
毎
週
金
曜
日
に
勤
務
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
毎
日
、

東
京
か
ら
新
幹
線
通
勤
し
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
放
射
線
治
療
は
、外
科
手
術
、

化
学
療
法
に
並
ぶ
が
ん
治
療
の

三
本
柱
の
一
つ
で
あ
り
、
制
御

さ
れ
た
放
射
線
を
高
精
度
で
人

体
に
照
射
し
て
治
療
を
行
い
ま

す
。
主
に
根
治
的
放
射
線
療
法

と
い
っ
て
、
が
ん
を
完
全
に
治

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
用
い
ら

れ
ま
す
が
、
緩
和
的
放
射
線
療

法
と
い
う
、
進
行
し
た
が
ん
の

症
状
を
和
ら
げ
る
治
療
と
し
て

も
用
い
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

骨
転
移
な
ど
の
痛
み
に
対
す
る

軽
減
を
目
的
に
行
い
患
者
さ
ん

の
生
活
の
質(

Ｑ
Ｏ
Ｌ)

の
向

上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
ま
た
、
非
常
勤
医
師
２
名

体
制
か
ら
常
勤
１
名
と
非
常
勤

１
名
体
制
に
な
り
、
放
射
線

治
療
に
関
わ
る
電
話
対
応
や

※
１
緊
急
放
射
線
療
法
と
呼
ば

れ
る
急
速
に
悪
化
す
る
重
篤
な

症
状
や
生
命
に
関
わ
る
危
機
を

放射線治療科
放射線治療科部長　砂川　好光

治療棟は、通院治
療患者用の入口と
専用駐車場が放射
線治療棟に隣接さ
れているため、車
を降りてすぐに放
射線治療室に来る
ことができます

診療科紹介

放射線治療科入口
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令
和
４
年
４
月
よ
り
看
護
部
長
を
拝
命
し
ま
し
た
、

菊
池
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
、
平

時
だ
け
で
な
く
有
事
の
際
に
お
き
ま
し
て
も
ご
高
配

賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
幾
多
の
波
が
襲

来
し
、
面
会
禁
止
な
ど
患
者
さ
ま
を
は
じ
め
ご
家
族

の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
な
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
て
お
り
ま
す
。
医
療
体
制
も
様
変
わ
り
し
、
職

員
の
疲
弊
も
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
と
、

職
員
一
丸
と
な
っ
た
組
織
力
で
何
と
か
頑
張
っ
て
こ

ら
れ
た
の
だ
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
一

日
で
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
当
院
看
護
部
の
基
本
理
念
は
、「
赤
十
字
の

理
念
と
病
院
の
理
念
を
基
と
し
て
、
地
域
住
民
の
健

康
維
持
と
増
進
の
た
め
質
の
高
い
看
護
の
提
供
に
努

め
ま
す
」
と
あ
り
、
今
年
度
看
護
部
と
し
て
大
切
に

す
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

①
患
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
、
患
者
さ
ん
を
信
頼
す

る
看
護
を
提
供
し
ま
す

②
看
護
に
価
値
や
達
成
感
を
感
じ
な
が
ら
、
看
護
を

提
供
し
ま
す

③
感
謝
と
お
互
い
さ
ま
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
働

き
や
す
い
職
場
環
境
を
提
供
し
ま
す

　
命
に
関
わ
る
医
療
の
現
場
は
過
酷
な
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
や
り
が
い
の
持
て
る
現
場
で
も
あ
り
ま
す
。

微
力
な
が
ら
職
員
に
対
し
「
楽
し
く
＝
し
っ
か
り
と

目
標
を
持
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
、
や
り
が

い
の
あ
る
職
場
環
境
」
が
提
供
で
き
る
よ
う
最
善
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
、
学
生
時
代
を
含
め
る
と
30
数
年
赤
十

字
と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
院
内
で
の
看

護
業
務
の
ほ
か
、
院
外
で
は
新
潟
・
東
日
本
・
熊
本

で
起
き
た
大
地
震
で
の
医
療
救
護
活
動
に
も
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
市
民
が
行
う
一
次

救
命
処
置
で
あ
る
救
急
法
の
指
導
員
と
し
て
、
地
域

で
活
動
す
る
機
会
も
多
々
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
赤
十

字
の
大
き
な
事
業
活
動
で
も
あ
り
ま
す
。
私
以
外
の

多
く
の
職
員
も
、
院
内
外
を
問
わ
ず
様
々
な
か
た
ち

で
地
域
医
療
に
貢
献
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
み
な
さ
ま
、
他
の
医
療
機
関
、
介
護
・
福

祉
と
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
安
全
で
質
の
高
い
医

療
・
看
護
が
提
供
で
き
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　また、看護部には、がん看護専門看護師、12 領域の認定看護師、特定行為研修終了者、
各学会認定看護師等のリソースナースがおります。外来や入院、教育・研修会など地域と
関わる機会も多く、専門的な知識や技術を生かして看護を提供していきますので、どうぞ
よろしくお願い申し上げます。

（専門・認定看護師等の詳しい情報は、ホームページをご覧ください）

看
護
部
長
就
任
の
ご
挨
拶
　
那
須
赤
十
字
病
院
　
看
護
部
長
（
認
定
看
護
管
理
者
）　
菊
池
　
範
江

看護部長挨拶

　看護部室の紹介です。構成員
は、私をはじめ看護副部長（認
定看護管理者）３名、看護師長
２名、看護補助者１名です。主
な業務内容は、看護職員の支援・
管理を行っており、縁の下の力
持ち（外見だけではありません）
的な存在です。
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　３月 22 日に４人の初期臨床研修医の先生が２年間
の研修を修了され当院から旅立たれました。おめでと
うございます。
これから他院や大学にてより専門的な活動をされる予
定です。

　３月 31 日、令和３年度にて退職される方を対象に
辞令交付式を実施しました。
　新型コロナの感染状況に鑑み、多くの職員の前で行
うことはできませんでしたが、この日は院内のそれぞ
れの場所にて別れを惜しむ声が続いていました。

３月　　研修医終了式

辞令交付式

　住み慣れた地域社会での、自分らしい療養をお望みの方はお気軽にご相談ください。地
域のみなさまに寄り添ったサービスを提供できるよう、心機一転、励んでいきたいと思い
ます。

那須赤十字訪問看護ステーション
〒 324-8686 大田原市中田原 1081 番地 9
☎ 0287-23-8866

訪問看護ステーションが移転しました

職員一同、一層のご活躍を祈念しております

長年、病院に多大な貢献をしていただいき本当に
ありがとうございました。

マイタウン・マイホスピタル

ミニニュース

5

那須赤十字
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基本方針
１．赤十字基本原則に則り、地域のための医療を提供します。  
２．患者さんの立場を尊重し、患者さんに信頼される病院をつく
ります。  

３．日々の研鑽を惜しまず、医療の質の向上に努めます。  
４．保健・医療・福祉施設との連携を密にし、地域医療の発展につ
くします。　梅雨の時期がやってきました。じめじめして気分が落ち

込む、嫌な季節ですね。私はこの時期になると洗濯物が乾
かなく除湿器を購入しようか毎年悩んでいます。みなさん
はいかがお過ごしですか。当院は新年度となり病院長はじ
めスタッフの入れ替わりで慣れないところもありますが、
心機一転頑張っていきたい思います。

基本理念
マイタウン・マイホスピタル

～地域に根ざし、ともに歩み、心ふれあう病院に～

編 集 後 記

今月の表紙

　那須赤十字病院後援会より車椅子用の体重計が寄贈され
ました。後援会会員の皆様には、普段から様々なご支援をい
ただき、改めて感謝申し上げます。

新型コロナウイルスワクチン
電話予約はこちら

予防医学センター（平日13時～16時）

0287-23-9979（直通）
0287-23-1122（代表）

　『主治医の許可を得ているかどうか』をお聞き
いたしますので、あらかじめ主治医に確認をお願
いいたします

ロコモ・フレイルドック
はじめました

　加齢により心身が老い衰えた
「フレイル」、移動機能の低下に
まで進行した「ロコモ」を予防
するため、57項目の問診と運動
機能テストを通じてきめ細やか
なアドバイスを提供します。

■単体実施の場合
　・金曜日（予約制）　午後２時～
　・18,000円（税込）

■人間ドックのオプションとして追加する場合
　当　　日	 ：6,500円（税込）
　後日追加	 ：8,000円（税込）

お問い合わせ　℡：0287-23-9979（直通）
　　　　　　　予防医学センター

通年軽装のお知らせ
　省エネルギーの推進や働き方改革の一
環として、職員が通年軽装を実施してお
ります。ご理解のほどよろしくお願い申
し上げます。

創立記念日のため、

7 月 1日は休診となります

新型コロナウイルス感染症の
受診相談については
まず栃木県相談窓口に
お問い合わせください

受診・ワクチン相談センター

0570-052-092


